
ダム復旧事例整理 整理番号

１．施設概要（基本諸元）

※諸元・写真は日本ダム協会HPより引用

18.5m/133m/99千m
3

1,504千m
3
/1,504千m

3

福島県

1937/1949

２．被災の状況（メカニズム） 福島県農業用ダム・ため池耐震性検証委員会報告書より引用

（1）被災日時

○ 2011(H23)年3月11日14:46　東北地方太平洋沖地震(M9.0)

(2)被災の概要

　1)本堤

○ 本震により、上部盛土の大部分が流出し、中部～下部盛土の下流側も流出。

○

○

　2)副堤

○

着工/竣工

⑥藤沼ダム

項　目 諸　　元

ダム名 藤沼(ふじぬま)ダム

所在地
（河川名称)

福島県須賀川市滝
（阿武隈川水系江花川）

目的/形式 かんがい／アースダム

堤高/堤頂長/堤体積

総貯水容量/有効貯水量

ダム事業者

構造物の移動状況から、初めに堤体上部の石積みが貯水池側へ崩落し、その後、堤体
中央からやや右岸よりの部分で波返工（パラペット）構造物が大きく貯水池側へ移動。

残存する滑落崖、すべり面、及び移動層の状況から、貯水池側及び下流側に堤体すべ
りが発生したことを確認。

貯水池側へ幅55m、長さ25m、深さ3m以上の堤体すべりが発生し、その前縁で二次すべ
りが発生。
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑥藤沼ダム
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑥藤沼ダム

(3)被災の要因

○

○

藤沼ダム決壊の素因は、上部盛土と中部盛土の状態にあり、その誘因は強い地震動と
この強い地震動が長時間継続したことでであると判断。

現地調査、土質試験及び解析的手法による検証結果を総合し、下記の知見を得た。

・地震応答解析によると堤頂部の地震動が最大442galに達し、かつ「50gal以上の地震動
が100秒間も継続した」過去にない地震動であったこと。

・堤体は全体的に締固め度が近代的な施工方法に比較すると小さく、地震時には非排
水条件になると堤体盛土の強度は小さい。特に、砂分に富む材料からなる上部盛土は、
水で飽和されている部分があり、今回のような地震動を受けるとさらに強度低下を示す
ことが判明したこと。

・本堤の盛土部分と類似する材料からなる副堤でも堤体すべりが発生しており、砂分に
富む盛土の土質が本堤の決壊要因の一つであると言えること。

・副堤の堤体盛土に発生したすべりでは、その底面が施工時期の異なる盛土の境界に
帰省されており、本堤においても施工時期の違いによる盛土の締固め度の違いがすべ
りの発生に関与している可能性があること。
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑥藤沼ダム

３．復旧工法の検討 福島県藤沼ダム復旧委員会資料（第1回～第6回)より引用

＜復旧方針＞

○ 耐震設計の考え方　（第2回委員会資料）

・基本設計は現行基準レベル1に基づいて行う。

・被災要因となった3.11地震動を受けても堤体の安定性が確保されることを確認する。

・レベル2地震動による耐震設計では、破壊的な状況が生じない性能であること。

○ 対象施設の整理

復旧設計において対象とする施設及び整備方針について下表にとりまとめた。

地震により被災した藤沼ダム復旧にあたっては、復旧後の耐震性能について以下の考
え方に基づく。
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ダム復旧事例整理 整理番号 ⑥藤沼ダム

＜復旧基本方針＞(第5回,第6回委員会資料）

○ 堤体の復旧基本断面

※第2回委員会ではアースダムとロックフィルダムの概略比較を実施。

○ 洪水吐は洪水量流下能力が不足するため全面改修とする。

○ 緊急放流能力を有する取水放流施設を設置する。

・復旧ダム形式は、本堤・副堤ともに中心遮水性ゾーン型フィルダム
※

とする。
・遮水ゾーン上下流にはフィルターゾーンを設け、堤内の浸潤線を速やかに排除する。
・堤体上流面にはロックゾーンを設け、堤体の浸食防止及び安定性向上を図る（ただし
上流ロックゾーンは埋戻し面以下には配置しない。）
・堤体下流側には浸透水観測施設を配置する。

110



ダム復旧事例整理 整理番号 ⑥藤沼ダム

＜復旧設計の考え方＞(第6回委員会資料）

○ 藤沼ダム復旧設計の基本的構想及び盛立試験に向けた確認事項について以下に整理。
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